
概算数量設計 実施手順 （試行） 

令和５年３月20日 

この実施手順は、静岡市が発注する建設工事等において、積算の簡素化を図り、早期発注
や業務の効率化を目的として、当初設計（発注）数量の一部または全部を『概算数量』によ
り発注する場合の必要事項を定める。 

●適用範囲は、次の条件を全て満たすもの（工種、種別、細別）を対象とする。 
（１）構造、形状等が著しく変化しない比較的単純な工種等 
（２）『概算数量』と現地の乖離により、工事費、工期等に著しい影響を与えない工種等。 
（３）当初設計で詳細数量を算定することが非効率であると考えられる工事及び工種等 

例）舗装（復旧）工、のり面（植生）工、河床掘削工（堆積土砂除去）、構造物取壊し工 

●当初設計書の作成は、次のとおりとする。 
（１）施工条件明示書（A施策事項）に、概算数量にて当初設計された工種等を明示する。 
例１）のり面工（植生工）の当初設計面積は、概算数量とする。 
例２）舗装復旧の当初設計面積は、概算数量とする。 
例３）取壊し工の当初設計数量は概算数量とする。（不可視部の数量未定の場合など） 

（２）当初設計時の図面等は、下記を標準とするが、この限りではない。  
① 位置図 ② 平面図 ③ 標準横断図 ④その他必要な図面等⑤数量表 
（概算数量の根拠を明示。「標準横断図の数量×延長」等で計上する。） 
また、図面の作成にあたっては台帳等の既存資料により作成時間の短縮をはかる。 

（３）１工種に詳細な種別が様々存在する場合（例 区画線が数種類存在する場合）は、清
算等を前提とし、当初は標準的な種別等のみを採用することで積算の単純化を図る。 

（４）起終点等の各測点や施工に必要な計画高（K.BM）など、出来形管理に係る設計表示
は明確にする。 

●施工については、次のとおりとする。 
（１）受注者の事前測量結果や協議により提出された実施計画図に基づき実施計画数量、工
事費を確認し、両者協議の上、変更設計数量を確定する。 

（２）受注者が行う現地調査及び測量、数量計算は、設計図書の照査の範囲内とし、共通仮
設費率計上分に含まれる範囲で行う。 

（３）出来形管理が必要でその管理精度が工事成績に影響するものは、事前に設計数量を
確定してから施工し、そうでないものは実施数量により精算することで効率化を図る。 

●設計変更については、次のとおりとする。 
（１）設計変更は、静岡市契約変更事務取扱要領、工事請負契約における設計変更ガイドラ
インに基づき行う。 



（２）監督員は、受注者の事前測量結果や実施計画図に基づき実施計画数量、工事費を確認
し、両者協議の上、変更設計数量を確定する。現地調査及び測量、数量計算については、
通常行う設計図書の照査の範囲内とし、共通仮設費率計上分に含まれる範囲で行う。 

（3）設計変更の理由は「３．その他確認が困難なもの」とし、以下のとおりとする。 
 例１）○○工は当初、概算数量による設計としたが、現地精査の結果、実施数量の協議

が整ったため、実施にあたり変更する。 
例２）○○は当初、概算数量設計としたが、現地施工の結果、実施数量が確定したこと
から、出来形にて変更する。 

この他、特に変更を指示した場合は、その事項について優先的に明記する。  

●適用開始 

 令和５年４月１日より試行運用を開始する。 

●施工条件明示書の記載例 （A施策事項に記載） 

レ ●●工の当初設計数量は概算数量とする。 

【問合せ先】 静岡市契約課企画係 
       電話 054-221-1346 



『概算数量』設計実施手順 （試行） ＦＡＱ 

＝共通＝ 

１ 静岡県が導入している『概算数量発注
方式』との違いは何か？ 

受注者が行う工事計画図書の作成とその
費用計上を行わない点が異なる。 

２ 工事計画図書の作成費用を計上しない
理由は何か？ 

今後、建設業の残業規制を考慮し、受注者
負担を増やさないよう考えた。 

３ 工事図書の作成はどちらが行うか？ 発注者が行う。設計変更ガイドラインに準
拠する。 

４ 出来型精算はどのように行うか？ 立会確認や受注者が提示できる資料を基
に数量確定を行う。 

５ 設計違算は減るのか？ 積算が単純化することで減らせると考え
る。 

６ 単価の適用は従来通りか？ 従来通り。 

７ インフレスライドに影響は出ないか？ 精算時にスライド協議を行えば影響ない。

８ 本格導入はいつか？ 試行運用の経過を調査分析し、必要な改善
が行われたのち、本格導入する予定。 

＝受注者＝ 

１ 概算数量にて設計（発注）されたことを
どの段階で知りえるか？ 

入札公告に掲載される施工条件明示書 A
施策条項の欄に対象を記載する。 

２ 過度な現地調査の発生（受注者負担）が
心配されるが？ 

制度導入にあたり、あらためて設計変更ガ
イドラインの準拠を監督員に周知するこ
とで、他方面への好循環も期待する。 

３ 入札時の見積に影響はあるか？ 積算内容が単純化され、見積手間が軽減さ
れる。 

４ 設計変更は適切に行われるか？ 当初設計部分だけでなく、設計変更手順に
ついても従来以上に明確化する。 

５ 受注者の負担が増えるのではないか？ 受注者負担が増えないよう制度設計した。
負担が増える様なら、意見を反映する。 

６ 図面に必要な測点の記載がない場合に
は、どのように取り扱えばよいか。 

通常通り、設計図書の照査にて提出し、回
答を求める。 

７ 出来形管理の項目に変更はあるか？ 変更がない範囲とする。変更が生じる場
合、事前に確認や協議を行う。 


